
2.リスクマネジメント部会

Ⅰ. 定例会議について

毎月 1 回 第 3 木曜 17:00～18:30

会議内容  

・ 医療安全推進室医療安全管理者からの報告

・ ワーキンググループの活動報告（せん妄 WG、患者誤認 WG、チーム STEPPSWG、事例分析）

・ インシデント・アクシデントレポート集計、分析、提案、検討事項、取り組みなど各部

署の活動報告

・ インシデント・アクシデント重要事例の原因分析・対策の検討

・ 安全対策について検討、周知

・ 各種の医療安全情報の共有など

その他

Ⅱ. 活動実績

１. リスクマネジャーの交代とワーキンググループの編成（H30 年 4 月）

２. リスクマネジメント看護部会で院内パトロール実施（1 回）

３. 医療安全週間の参加協力

  ４．その他安全対策

   ① 他部署に及ぶ問題の対応、対策立案、評価等

   ② 院内 KYT 作成組織図等での問題的について

   ③ きらりハット運用、伝達・入力指導

   ④ 各部署での対応・対策立案

５. ワーキンググループ活動

① せん妄 WG

せん妄の正しい知識の啓もうと未然に防ぐ取り組み

② 患者誤認 WG

患者誤認予防ポスター作成、運用見直しと自己監査での評価

③ チーム STEPPSWG

チーム STEPPS 啓もう活動（壁新聞発行）

チーム STEPPS 全体研修（H30 年度 5 回開催）

     ④ 事例分析

       RCA 分析を行い事例への問題提起、改善案作成。

６. 安全管理ニュース発行

No.1 「H29 年度レポート報告」

No.2 「腓骨神経麻痺事例」

   ７. 科長会報告

   第 2・4 火曜日（2回/月）科長会にて事例共有や対応・対策についての報告

８．日本医療機能評価機構（医療事故情報収集等事業）の医療安全情報の共有

No.137 「ホットパック使用時の熱傷」

No.138 「画像診断の確認不足（第 2報）」

No.139 「2014 年から 2016年に提供した医療安全情報」

No.140 「腫瘍用薬の総投与量の上限を超えた投与」

No.141 「検査台からの転落」

No.142 「膀胱留置カテーテルによる尿道損傷（第 2 報）」

No.143 「処方内容の未修正による再処方時の誤り」

No.144 「病理検体の未提出」

No.145 「腎機能低下患者への薬剤の常用量投与」

No.146 「酸素流量の確認不足（第 2報）」

No.147 「車椅子のフットレストによる外傷」

  ９．ＰＭＤＡ－医薬品医療機器総合機構－ 医療安全情報の共有

No.51 「一般名類似による薬剤の取り間違え」

No.52 「開放式脳室ドレナージ回路使用時の注意」

No.53 「誤接続防止コネクターについて」

No.54 「膀胱留置カテーテル取り扱い時の注意」



No.55 「誤接続防止コネクターの導入について（神経麻酔分野）」

No.56 「弾性ストッキング取り扱い時の注意」

No.57 「皮下用ポート及びカテーテルの取り扱い時の注意」

Ⅲ. 平成 30年度(2018 年) 医療安全研修実施

開催日 内容 参加者

6.5(火)

8.3(金)AD

10.5(金)

11.30(金）AD

2.8(金）

第 9回チーム STEPPS 研修

第 1回チームアドバンス STEPPS 研修（中止）

第 10回チーム STEPPS 研修

第 2回チームアドバンス STEPPS 研修

第 12 回チーム STEPPS 研修

82 名

7.23(月)

・心停止発生前のせん妄調査

―せん妄発症時は急変しやすい？Dr コール振り返り会から

みえてきた心停止前のせん妄についてー

・院内看護師に対する救急カート薬剤知識調査の取り組み

・急変の早期警告スコアである NEWS をどう活用するか？

―ICU 退室時の高い NEWS は ICU 再入室の危険因子となるー

・RST における臨床工学技士の関わり                  

110 名

7.24(火)

皆の医療安全

・事務方からみた医療安全

・医事課からみた医療安全

・施設管理からみた医療安全

79名

7.25(水)

特別講演

「組織管理からの医療安全」

近畿大学医学部附属病院 医療安全管理部 教授

辰巳 陽一 氏

131 名

7.26(木）

・患者クレーム初期対応

・クレーム対応からみえた提言

・患者家族支援室からの 1症例

・虐待対応について

161 名

7.27(金）

・循環器疾患に用いられる主なハイリスク薬とその注意点

・医療ガスとハイフローセラピーについて

・病棟で日常遭遇する皮膚疾患

82名

1月～2月

3回コース/回

単日コースも可

・臨床工学科、RST、医療安全推進室合同開催

「人工呼吸器セミナー」
217 名

1.28（月）

せん妄を極める

認知症看護認定看護師

老人看護専門看護師

藤井 裕子

36名   

3.1（金） 食事摂取時のポジショニング 55名

3.13（水） 医療安全カンファレンス 12名

※ 7月 23 日～7月 27 日は院内医療安全週間

医療安全週間テーマ：『高めよう組織力‼＋安全文化の醸成』

医療安全川柳：彦根市立病院川柳

最 優 秀 賞 ：5B病棟 「何か変! チームの力 ミス回避」

優   秀 賞 ：患者家族支援室「協力・連携 チームの力 誤認ゼロ‼」

ICU/CCU「困ったら チームの力 報連相」

医療安全推進室賞：5A病棟「リスク０ チームの力 回避せよ」

     医局「火蟻防止（ヒヤリハット） チームの力で 拡大防ぐ」



平成 30年度 医療安全に関する研修および院外発表

【院外研修参加】

開催日 内容・テーマ 主催者および開催地 参加者

7.19～3.19  

毎月第 3月
滋賀県看護協会：医療安全推進委員会 滋賀県看護協会 草津

佐伯公亮
（副委員長）

10.5 医療安全管理者フォローアップ研修 滋賀県看護協会 草津市
佐伯公亮
（ファシリ

テーター）

11.24～25 第 13回医療の質・安全学会学術集会 医療の質・安全学会 名古屋
佐伯公亮

藤田晶子

11.28
滋賀県医師会医療事故調査制度協力

病院会議
滋賀県医師会 栗東

上村千馨子

佐伯公亮

1.30 平成 30 年度医療安全対策研修会 滋賀県病院協会 大津市
上村千馨子

佐伯公亮

2.9 第 5回医療安全学会 医療安全学会 東京都

2.16
日本医療マネジメント学会

第 15回 京滋支部学術集会

日本医療

マネジメント学会
京都市

佐伯公亮

高橋奈苗

二階堂邦夫

【院内研修参加】

開催日 内容・テーマ 研修名 対象者 担当ほか

4.2 医療安全推進室紹介 新規採用者研修 新採用者 佐伯公亮

4.4 医療安全、院内緊急コール
看護部新人看護師

研修

新採用者
（研修医 6

名含む）

佐伯公亮

田中淳子豊

田裕子

4.12
医療安全体制、医療安全の基本、

レポートシステムについて

新入局医師オリエ

ンテーション
新任医師 石上毅

6.13、6.14

6.20、6.27

医療安全とコミュニケー

ション、KYT トレーニング

看護助手・ＭＨ・

クラーク合同研修

看護助手

MH

クラーク

佐伯公亮

10.22、26
医療安全とコミュニケーション、

組織分析

クリニカルラダー

レベルⅢ

看護師

レベルⅢ
佐伯公亮

10.17 医療安全
クリニカルラダー

レベルⅡ

看護師

レベルⅡ
佐伯公亮

6.5(火)

8.3 (金)AD

10.5 (金)

11.30（金）AD

2.8（金）

第 9 回チーム STEPPS 研修

第 1 回チームアドバンス STEPPS 研修

（中止）

第 10 回チーム STEPPS 研修

第 2 回チームアドバンス STEPPS 研修

第 12 回チーム STEPPS 研修

チーム STEPPS 研修
全職員

182名

佐伯公亮

二階堂邦夫

斎藤忠仁

草野淳



第1水曜/毎月

① オリエンテーション

② チーム STEPPS・

コミュニケーション

③ RCA（出来事流れ図の作成）

④ RCA（分析と対策）

⑤ きらりハット使用した分析

⑥  院内巡視(KYT)

⑦ せん妄

⑧ 転倒転落を考える

⑨ 身体拘束を考える

⑩ 医療安全の視点で見直す看護記

録

⑪ 活動報告-1

⑫  活動報告-2

リスク看護部会
看護師

RM14 名

佐伯公亮

田中淳子

豊田裕子

リスク看護部会研修の様子          チーム STEPPS アドバンス研修の様子

【院外発表】（平成 30 年度）

発表者 演題 学会名 会場 発表年月日

佐伯公亮
ドクターコールにおける ジェネ

ラルリスクマネージャの関わり

第 13 回医療の質・

安全学会学術集会

名古屋  

国際会議場
11.24～25

佐伯公亮
チーム STEPPS アドバンス

コースの開催への取り組み
第 5 回医療安全学会 東京大学 2.9～10

佐伯公亮
チーム STEPPS 導入後の継続的な

取り組みと今後の課題

日本医療マネジメン

ト学会

第 16 回京滋支部学

術集会

京都市

京都テルサ
2.16

高橋奈苗

血液浄化センターにおけるインシ

デント・アクシデントレポートに

対する取り組み

二階堂邦夫

A 院内手術室におけるコミュニケ

ーションスキルを活用した活動の

効果と課題

-チーム STEPPS の基本理念である

リーダーシップより展開して-

    安全行動へのレジリエンスとは高齢者疑似体験実習


